
長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金交付要綱

（通則）

第１条 長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金（以下「補助金」と

いう。）は、文化財の保存及び継承又は伝承を図る保存会等（以下「補助事業

者」という。）が行う事業に要する経費に対し、予算の範囲内において交付す

る。この交付に関しては、長久手市補助金等交付規則（昭和６０年長久手町

規則第６号。以下「規則」という。）に定めるもののほか、この要綱に定める

ところによる。

（交付の対象及び補助金の額）

第２条 前条に規定する事業は、地域に伝わる年中行事等に関する風俗慣習民

俗芸能を維持するための活動のうち、次の各号に掲げる事業（以下「補助事

業」という。）とし、この実施に必要な経費のうち、市長が認める別表の経費

について補助金を交付する｡

⑴ 前熊の山車の保存及び継承又は研究に関する事業

⑵ 前熊古典芸能の保存及び伝承又は研究に関する事業

⑶ その他、市長が交付対象と認める事業

２ 補助事業に対する補助金の上限額は、１００，０００円とする。なお、前

項第１号の事業は３１，０００円、同項第２号の事業は６９，０００円を上

限とする。

（交付申請）

第３条 補助金の交付を受けようとする補助事業者（以下「申請者」という。）

は、長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金交付申請書（様式第１

号。以下「交付申請書」という。）に次の各号に掲げる書類を添えて、補助事

業実施年度の５月末日までに市長に提出しなければならない。

⑴ 事業計画書（様式第１－２号）

⑵ 収支予算書（様式第１－３号）

（交付決定）

第４条 市長は、前条の交付申請書を受理したときは、その内容を審査の上、

適当と認めたときは、長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金交付

決定通知書（様式第２号）により、申請者に通知するものとする。



２ 市長は前項の決定をする場合において、条件を付することができる。

（申請の取下げ）

第５条 補助金の交付決定の通知を受けた団体（以下「補助団体」という。）は、

当該通知に係る補助金の交付決定又はこれに付された条件に不服があるとき

は、交付決定の通知を受けた日から１５日以内に、書面で申請の取下げをす

ることができる。

２ 前項の規定による申請の取下げがあったときは、当該申請に係る補助金の

交付決定はなかったものとみなす。

（概算払）

第６条 市長が特別の理由があると認めたときは、補助金の全部又は一部を概

算払により交付することができる。補助団体が概算払により、補助金を受け

ようとするときは長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金概算払請

求書（様式第３号）を市長に提出しなければならない。

（計画の変更、中止又は廃止の申請等）

第７条 補助団体は、補助事業等の内容を変更、中止又は廃止しようとすると

きは、あらかじめ長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金変更等承

認申請書（様式第４号。以下「変更等承認申請書」という。）を市長に提出し、

承認を受けなければならない。ただし、補助金の目的を損なわない事業計画

の細部を変更する場合においては、この限りではない。

２ 市長は、前項の変更等承認申請書の提出があったときは、内容を審査の上、

適当と認めたときは、長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金変更

等承認通知書（様式第５号）により、補助団体に通知するものとする｡

３ 市長は、前項の承認をする場合において、必要に応じ交付決定の内容を変

更し、又は条件を付することができる。

（実績報告）

第８条 補助事業の完了後、補助団体は、長久手市文化財の継承又は伝承事業

に係る補助金実績報告書（様式第６号。以下「実績報告書」という。）を次の

各号に掲げる書類を添えて、補助事業完了の日から起算して３０日を経過し

た日又は事業実施年度の３月３１日のいずれか早い期日までに市長に提出し

なければならない。また、概算払により補助金の交付を受けたときは、併せ



て長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金概算払精算書（様式第 7
号）を提出しなければならない。

⑴ 事業報告書（様式第６－２号）

⑵ 収支決算書（様式第６－３号）

⑶ 現金出納簿

⑷ 当該年度の通帳の写し

（補助金の額の確定）

第９条 市長は、前条の実績報告書に基づき補助金の額を確定し、長久手市文

化財の継承又は伝承事業に係る補助金交付確定通知書（様式第 8号）により、

補助団体に通知するものとする。

２ 補助団体は、確定した事業費の額が、概算払いを受けた額に満たない場合、

その差額について速やかに返還しなければならない。

（補助金の請求）

第１０条 前条第１項の規定による補助金の交付確定を受けた補助団体が、補

助金の交付を請求しようとするときは、長久手市文化財の継承又は伝承事業

に係る補助金請求書（様式第 9号）を市長に提出しなければならない。

（財産処分の制限）

第１１条 規則第１５条ただし書に規定する市長が定める期間は、減価償却資

産の耐用年数に関する省令（昭和４０年大蔵省令第１５号）に定める期間又

はそれに準ずるものと認められる期間とする。

２ 規則第１５条第２号に規定する市長の定める財産は、取得価格が単価５万

円以上のものとする。

３ 補助団体が規則第１５条の規定により承認を得て財産を処分したことによ

り収入があったときは、市長はその交付した補助金の全部又は一部に相当す

る金額を納付させることができる｡

（その他）

第１２条 この要綱に定めるもののほか、補助金の交付に関し必要な事項は、

市長が別に定める｡

附 則

この要綱は、令和４年４月１日から施行する｡



別表（第２条関係）

※補助対象経費には、慰労会等の飲食費及び市の減免を受けている費用は含ま

ないものとする。

経 費 備 考

使用料・賃借料 会議室使用料等

燃料費 ガソリン代等

印刷費 印刷製本費、資料コピー等

消耗品費・材料費 事務用品、活動用品等

飲食費 会議等のお茶、講師弁当等

報償費 講師謝金等

旅費 視察研修費等（慰労的なものを除く）

保険掛金 練習時、祭礼当日の参加者等

修繕補修費 楽器、衣裳等



様式第１号（第３条関係）

長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金交付申請書

年 月 日

長久手市長 殿

住所

団体名

代表者職氏名

このことについて、下記のとおり補助事業を実施したいので、長久手市文化財の

継承又は伝承事業に係る補助金交付要綱第３条の規定により申請します。なお、同

要綱を遵守します。

記

１ 事業の目的

２ 補助金申請額

金 円

３ 添付書類

⑴ 事業計画書（様式第１-２号）

⑵ 収支予算書（様式第１-３号）

⑶ その他参考となる資料



様式第１－２号（第３条関係）

事 業 計 画 書

月 日 事 業 名 場 所 内 容 備 考



様式第１－３号（第３条関係）

収 支 予 算 書

収入 支出

科 目 収入額 内 容 科 目 支出額 内 容



様式第２号（第４条関係）

第 号

年 月 日

長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金交付決定通知書

様

長久手市長

年 月 日付けで補助金交付申請のありましたこのことについて、

下記のとおり決定します。

記

１ 事業名

２ 交付決定額

３ 交付条件

⑴ 補助事業の内容を変更、中止又は廃止しようとするときは、あらかじめ承認

を受けること。（様式第４号）

⑵ 補助事業等が予定の期間内に完了しないとき又は補助事業の遂行が困難と

なったときは、速やかに報告し、その指示を受けること。

⑶ 長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金交付要綱を遵守すること。



様式第３号（第６条関係）

長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金概算払請求書

年 月 日

長久手市長 殿

住所

団体名

代表者職氏名 ㊞

年 月 日付け 第 号で長久手市文化財の継承又

は伝承事業に係る補助金交付決定通知のありました補助金について、長久手

市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金交付要綱第６条の規定により、補

助金の概算払を請求します。

記

１ 請求金額

金 円

２ 振込先

金融機関名 本支店名

口座種別・番号

口座名義人（フリガナ）



様式第４号（第７条関係）

長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金変更等承認申請書

年 月 日

長久手市長 殿

住所

団体名

代表者職氏名

年 月 日付け 第 号で交付決定されました補助対象事

業を下記のとおり変更・中止・廃止したいので、長久手市文化財の継承又は伝承

事業に係る補助金交付要綱第７条の規定により申請します。

記

１ 事業名

２ 変更内容

３ 変更、中止又は廃止理由

変更事項 変更前 変更後



様式第５号（第７条関係）

第 号

年 月 日

長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金変更等承認通知書

様

長久手市長

年 月 日付けで補助対象事業の変更等承認申請のありましたこと

については、下記のとおり決定します。

記

１ 事業名

２ 変更内容

３ 交付条件

補助事業が予定の期間内に完了しないとき又は補助対象事業の遂行が困難

となったときは、速やかに報告し、その指示を受けること。

変更事項 変更前 変更後



様式第６号（第８条関係）

長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金実績報告書

年 月 日

長久手市長 殿

住所

団体名

代表者職氏名

年 月 日付け 第 号で交付決定通知のあった

補助事業については、下記のとおり実施しましたので、長久手市文化財の継承又は

伝承事業に係る補助金交付要綱第８条の規定により報告します。

記

１ 事業の目的

２ 実績額

金 円

３ 交付決定額

金 円

４ 添付書類

⑴ 事業報告書（様式第６－２号）

⑵ 収支決算書（様式第６－３号）

⑶ 現金出納簿

⑷ 当該年度の通帳の写し



様式第６－２号（第８条関係）

事 業 報 告 書

月 日 事 業 名 場 所 内 容 備 考



様式第６－３号（第８条関係）

収 支 決 算 書

収入 支出

科 目 収入額 内 容 科 目 支出額 内 容



様式第７号（第８条関係）

長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金概算払精算書

年 月 日

長久手市長 殿

住所

団体名

代表者職氏名 ㊞

年 月 日付け 第 号にて交付決定があり、概

算払を受けた長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金につい

て、下記のとおり精算報告します。

記

１ 実 績 額

金 円

２ 交付決定額

金 円

３ 概算払済額

金 円

４ 精 算 額

金 円



様式第８号（第９条関係）

第 号

年 月 日

長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金交付確定通知書

様

長久手市長

年 月 日付けで提出のありました実績報告書により、補助金を

下記のとおり確定しました。

記

補助金の額

金 円



様式第９号（第１０条関係）

長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金請求書

年 月 日

長久手市長 殿

住所

団体名

代表者職氏名 ㊞

年 月 日付け 長 第 号で補助金交付確定通知のありました

事業については、長久手市文化財の継承又は伝承事業に係る補助金交付要綱第１０

条の規定により、下記のとおり補助金を請求します。

記

１ 事業の目的

２ 請求金額

金 円

３ 振込先

金融機関名 本支店名

口座種別・番号

口座名義人（フリガナ）

４ 添付書類

補助金交付確定通知書の写し


